
謹啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は格別なご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。
この度、新規項目として受託体制が整いましたので受託開始をご案内申し上げます。

謹白

2025年1月1日より子宮頸部上皮内腫瘍（CIN）が疑われる患者であって、HE染色で腫瘍性病変の

鑑別が困難なものに対し、診断の補助を目的とした組織中のｐ16タンパクを検出する検査として保険

収載されました。

この度、本検査の受託体制が整いましたので受託開始をご案内いたします。

新 規 受 託 項 目

No.2025-2   Date 2025.1.

受託開始日　2025年1月15日（水） 受付分より

● p16 E6H4 （依頼コード No.17557）

項 目 名

裏面に続きます
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受託要領

依 頼 コ ー ド 17557

検 体 の 必 要 量
・未染標本3枚（切片は4μｍ厚）
・パラフィン包埋ブロック

検 体 の 保 存 方 法 室温

測 定 方 法 免疫組織化学染色（IHC）

報 告 形 式 陽性/陰性/判定不能

所 要 日 数 ７～１３

実 施 料 / 判 断 料 ７２０点

検体提出のご注意

・材料固定時間：10%中性緩衝ホルマリンを使用し、15～25℃にて6時間以上
72時間以内が推奨されています。 

・脱灰やホルマリン以外の固定液を使用して処理された材料は推奨されていま
せん。

・病理診断名、病理所見は本検査判定時の必須事項のため検査依頼書に記入が
必要です。（病理報告書コピーを添付の場合、記入は不要です。）

【未染標本の場合】
・必ずシラン等のコーティングスライドをご使用ください。
【パラフィン包埋ブロックの場合】
・別途標本作製費用が発生します。
※対象疾患以外の検体で免疫染色ｐ16を依頼する場合は、免疫染色１枚（5951）

をご依頼ください。
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